




























※問５，７は，出題ミス
（公表　http://www.u-ryukyu.ac.jp/admission/questions/h28questions/data/h28zen_miss_question.pdf）







































リン脂質 受動輸送 イオンポンプ

カリウムイオン 60 静止

閾値 シナプス小胞 シナプス間隙

アセチルコリン リガンド依存イオンチャネル

軸索が太いほど興奮の伝導速度が速い。

ヒトの持つ有髄神経は跳躍伝導によって伝導速度が速いため、
太い軸索を必要としない。

酵素によって分解される。シナプス前細胞に回収される。

イ

膜電位と閾値との差が広がるため。

ノルアドレナリン、γ‐アミノ酸、グリシン など



花粉母細胞 花粉４分子 花粉管細胞 雄原細胞
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種の起源 変異 遺伝

自然選択 分子系統樹 二名法

チーター

１７属

適応放散

大陸の分断など地理的要因で、Ａ群の祖先種の個体群が地理的に隔離され、生殖的
隔離が生じて異所的に種分化した。

ｂ ｆ

系統に関係した種の特性（低温適応や餌動物）に伴うニッチの違いによって
分布域が異なる。

過 去 に 、 チ ー タ ー の 個 体 数 が 急 激 に 減 少 し た

そ の 時 、 生 存 し た 少 数 の 個 体 が 持 っ て い た 特

定 の 対 立 遺 伝 子 が 個 体 群 に 固 定 さ れ 、 現 在 の

チ ー タ ー 個 体 群 の 遺 伝 的 変 異 は 極 め て 小 さ く

な っ た 。

。



ハ ネ ナ ヌ（ス）

ウ ノ オ サ

ク マ

サ ン ゴ 礁 の 複 雑 な 構 造 と 潮 汐 変 化 に よ っ て 生

物 に と っ て の 多 様 な 生 息 条 件 が 維 持 さ れ て い

る た め 。

イ

環 境 温 度 が 生 存 に 適 し た 範 囲 を 超 え た 生 物 は

局 所 的 に 絶 滅 し 、 一 部 は よ り 生 存 に 適 し た 環

境 に 分 布 域 を 変 え る 。

栄 養 制 限 に よ り 生 育 が 抑 え ら れ て い た 海 藻 類

な ど が よ り 優 占 し た 状 態 と な り 、 造 礁 サ ン ゴ

中 心 か ら 藻 類 を 基 礎 と し た 生 態 系 に 移 行 す る。
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